
ダイスマジョリティ ルール  

作 空民 

３から４人 割と長め（１時間以内） 

目標 

ダイスマジョリティはエリアマジョリティとバッティングの要素を組み合わせたボードゲ

ームです。プレイヤーの目標は、誰よりも多くのポイントを稼ぐことです。 

 

セットアップ 

３人ならダイスを７つ、４人なら９つ使用します。使わないダイスは袋にしまいます。 

ゲーム外からペンを１本用意し机においてください。プレイヤー人数分のカラーペンがあ

るとさらに良いです。 

各自自分のマークを考えてください。このマークはボードのマスに記入します。 

プレイヤーは机を囲んで座りダイスをひとつずつ受け取ります。残ったダイスは机の中央

に置きます。ボードを１枚机の中央に置きます。 

以上でゲームの準備は終了です。 

 

ボード 

ボードの四角の部分は、太線で数字一つを持つエリアに区切られており、エリアはさらに破

線で区切られたマスに分けられています。 

さらに各行と列のポイント（Ｐ）が記されています。 

 

ゲームプレイ 

ゲームを始めます。 

① 適当なプレイヤーは机の中央にあるすべてのダイスをまとめて振ります。 

② プレイヤーは自分のダイスの目を他の人にわからないように決め公開します。 

各プレイヤーは自分のダイスを他のプレイヤーには見えないようにしながら目を変え

て机の上に置き、一斉に公開します。（ここではダイスは振りません） 

③ プレイヤーは手番を行います。 

プレイヤーは目が小さい順に手番を行います。手番のプレイヤーは机の中央にあるダイ

スを一つ選んで取り、自分のダイスの目との合計を出します。その合計と等しい数字を

もつエリアのマス一つに自分のマークを記入します。 

既に書いてあるマスには書けません。合計が等しい数字を持つエリアがないようなダイ

スの取り方は出来ません。マークを書くことが出来ないようなダイスの取り方は出来ま

せん。どんなダイスを選んでもその様になってしまう場合はどのダイスも取らず手番を

終了します。 



例 Ａさんは３の目を持っている。机の中央には５、６がある。６を取り９の書いてあ

るエリアに自分のマークを記入する。 

④ 目が同じプレイヤーは全員手番が後回しになります。６までの目が終わった後後回しに

なったプレイヤーは全員今度はダイスを振り小さい方から振った目を使って手番を行

ってください。更に同じ目のプレイヤー達がいる場合、そのプレイヤー達の手番を後回

しにし、この手順④を繰り返します。 

全てのプレイヤーの手番が終わったら取ったダイスを机の中央に戻し①に戻ります。 

 

ゲームの終了 

全てのマスが埋まった時、または 

③④で誰もマークをかけなかった時 

ゲームを終了します。 

ポイント計算に移ってください 

 

ポイント計算 

・各行と列について一番マークが多かったプレイヤーはそのポイントを得ます。 

・各エリアについて一番そこにマークが多かったプレイヤーはそのエリアのマスの数だけ

ポイントを得ます。ただしエリアの数字が２と１２のエリアはボーナスとして追加の 2 ポ

イントを与えられます。 

どの場合でも一番マークが多いプレイヤーが複数いるならポイントは山分けです。端数は

切り上げにしてすべてのプレイヤーがポイントを得ます。 

ポイントが最も多かったプレイヤーが優勝します。同ポイントは取った行、列、エリアの合

計が多い方それも同じなら引き分けです。 

 

追記 

ＭＯＤ 

このゲームは元々ＭＯＤ用の素材として生まれました。出来が良すぎたので有料になりましたが、熱意あ

る方はよりよく改造してあげてください。 

例えば３から４人でテストしてますが多分５人まで出来ます。２人用のバリアントはなかなか多様性があ

ると思われます。 

他にも絵を付けたりや処理を変えたりポイントを変えたりなど色々出来ると思います。 

ボード 

ボードはポイントが増加しているもの、エリアの形が違うもの、全体の大きさが違うものがあります。 

エリアの数字は２Ｄ合計、ポイントは２から５で全てランダムです。 


